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AIに関するニュース

• 24年度AI予算、開発インフラに重点 倍の2000億円視野
- https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA0206D0S3A800C2000000/

• ＡＩ関連予算要求が1500億円超え…その内訳と課題
- https://newswitch.jp/p/38390

• さくらインターネット、生成AI向けクラウドサービス開始へ
〜NVIDIA H100 GPUを搭載した2EFの大規模クラウドインフラを石狩データセン
ターに整備〜
- https://www.sakura.ad.jp/corporate/information/newsreleases/2023/06/16/1968211860/

• ChatGPTは2022年11月のリリース後わずか5日で100万人のユーザーを獲得
- https://andrelug.com/ja/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%88gpt%E3%81%AE%E3%83%A6%E3%8

3%BC%E3%82%B6%E3%83%BC%E6%95%B0/
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https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA0206D0S3A800C2000000/
https://newswitch.jp/p/38390
https://www.sakura.ad.jp/corporate/information/newsreleases/2023/06/16/1968211860/
https://andrelug.com/ja/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%88gpt%E3%81%AE%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC%E6%95%B0/
https://andrelug.com/ja/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%88gpt%E3%81%AE%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC%E6%95%B0/
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AIはいろんなところで使われる

3

業種 適用例

企業

カスタマーサポート

ドキュメント生成

自動要約

製造業
品質管理

メンテナンス予測

医療
診断支援

文書解析

金融
予測分析

クレジットスコアリング

ウェブ・ゲ

ーム

コンテンツ生成

カスタマイズされたエクスペリエンス

業種 適用例

小売業
商品レビュー分析

需要予測

エネルギー
エネルギー効率向上

予測メンテナンス

交通・運輸
輸送最適化(2024問題)
交通予測

農業
作物管理
病害虫予測

教育
個別指導
教材作成

AIに関する様々な業界における幅広いユースケース
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AI短期集中コース
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AI短期集中コース

• どうやってコンピュータを教えますか？
• ニューラルネットワーク(機械学習)
- ディープラーニング(深層学習）

≫ RNN(リカレントニューラルネットワーク)

≫ LSTM（ロング・ショート・タームメモリー)

≫ Transformer

• ここでは、さまざまなアプローチに適用さ
れる重要なコンセプトをいくつか取り上
げる。

• 勾配（Gradient）とパラメーターとはなに
かそれがトレーニング中のネットワーク
にどんな影響を与えるのか？
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XKCD 1838

https://xkcd.com/1838
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トレーニングと損失関数
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Result Model Desired Loss

トラ .30 0 .09

ライオン .45 0 .20

ネコ .65 1 .12

ソファー .86 0 .73

オオヤマネコ .65 0 .42

• 損失関数は成功を定量化する

• ゴール：損失関数の最小化
-ロス例 = (Model - Desired)2
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トレーニングとコスト関数
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Result Loss

トラ .09

ライオン .20

ネコ .12

ソファー .73

オオヤマネコ .42

• 損失関数は成功を定量化する

• ゴール：損失関数の最小化 …すべての入力に渡って

• その平均をコスト関数という

Result Loss

トラ .86

ライオン .64

ネコ .21

ソファー .03

オオヤマネコ .43

コスト=平均損失関数
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トレーニングとコスト関数
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Result Loss

トラ .09

ライオン .20

ネコ .12

ソファー .73

オオヤマネコ .42

• モデルはコスト・フィードバックを
使ってパラメータを調整する

Result Loss

トラ .86

ライオン .64

ネコ .21

ソファー .03

オオヤマネコ .43

内部パラメーター
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トレーニングとコスト関数
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Result Loss

トラ .10

ライオン .19

ネコ .03

ソファー .10

オオヤマネコ .04

• モデルはコスト・フィードバックを
使ってパラメータを調整する

Result Loss

トラ .16

ライオン .22

ネコ .28

ソファー .12

オオヤマネコ .09

内部パラメーター
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トレーニングの成功
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• モデルはコスト・フィードバックを
使ってパラメータを調整する

Result Model Desired Loss

トラ .20 0 .04

ライオン .35 0 .12

ネコ .95 1 .002

ソファー .16 0 .03

オオヤマネコ .55 0 .30
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トレーニングとコスト関数

• ブラックボックスの中身

• コスト関数と単純な曲線と
仮定

• ゴール:コストが最小になる
パラメーターを見つける

• １つのアプローチ:微分を取
る事で臨界値を見つける

• この関数は実際にはもっと
複雑
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単一パラメーターコスト関数
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トレーニングとコスト関数

• 最新のモデルは数十億の
パラメーターを持つ

• gradient/勾配は行列の各
要素に関する微分である。

• 3次元空間を単純化すると、
表面を横切る方向が「上」な
のか「下」なのかがわかる。

• 勾配はまた、パラメータの
変化に基づいてコストがど
のように変化するかについ
ての情報をモデルに与える。
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グラジエント・ディセント（最急降下法）

• コスト曲線上の点を選
ぶ

• 勾配を計算する

• 負の勾配の方向（「下向
き」）に移動する

• 繰り返す

• 最終的に経路は最小値
に達するか、最小値付
近で振動する
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グラジエント・ディセント（最急降下法）

• 基本的なグラジエント
ディセントは、最新のモ
デルで拡張された重要
なテクニック
- 確率的勾配降下法
- 適応勾配降下法
- 運動量勾配降下

• どのように勾配降下をス
ケーリングするか？

14
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ノード間の分散トレーニング

• トレーニングデータのサイズ
とモデルのパラメータに基づ
いて、トレーニング操作を分
割するさまざまな方法がある

• アプローチの1つのクラス：分
散グラジエント・ディセント
- 各ノードはデータの「ミニバッチ」

に対して勾配を計算する。
- 各 "ステップ "で、勾配を合計し、

分配する (AllReduce)
- 各ノードは勾配の合計をノード

数で割って平均勾配を求める
- 繰り返す
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Step 
size
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Collective Operations/集団アプローチ

• コレクティブ・オペレーションは、並列／分散コン
ピューティング通信のビルディング・ブロック

• これらの操作の多くは、モデルのトレーニング中に使
用される。
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Node1
Partial gradient

Node2
Partial gradient

Node3
Partial gradient

Node1
Gradient sum

Node2
Gradient sum

Node3
Gradient sum

+

AllReduce
すべてのノードから要素を収集し、リダクション演算子（sumなど）を適用し、

リダクションをすべてのノードに分配
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Collective Operations/集団アプローチ

• コレクティブ・オペレーションは、並列／分散コン
ピューティング通信のビルディング・ブロック

• これらの操作の多くは、モデルのトレーニング中に使
用される。
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Node1

Node2

Node3

Node1

Node2

Node3

AllGather
すべてのノードからエレメントを収集し、他のすべ

てのノードに分配する。
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Using large-scale brain simulations for machine learning and A.I.
https://blog.google/technology/ai/using-large-scale-brain-simulations-for/

• 2012年にGoogleがYoutubeのビデ
オデータよりネットワークが1週間
で猫を自動的に学習したという
Blogを発表
• Cat paper/Googleの猫と呼ばれる
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GPUで分散 Gradient Descent 
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最速のアプリケーション交換の
ためにRDMAアプローチ

Database : 
GBs input 

data

gradients

parameters

Batch
(e.g. 256 images)

Single-GPU 
トレーニング

Local gradients

parameters

Local gradients

parameters

Local gradients

parameters

Local gradients

parameters

Database : 
GBs input 

data

Batch
(e.g. 256 images)

Summarize gradients across GPUs (network “API” – “All_Reduce”)
gradients gradients gradients gradients

マルチ-GPU トレーニング
“Data/Model parallel” アプローチ(*)

(*) Data parallel は、すべてのスレッドに同じモデルを使用し、データの異なる部分を与える
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Remote Direct Memory Access (RDMA)

• AIネットワークトラフィックのほとんど
はGPU-GPU

• 通常、ネットワーク・パケットはカーネ
ル・バッファに書き込まれ、CPUに
よってアプリケーションのバッファにコ
ピーされる。

• CPUが大きなボトルネックに
• RDMAにより、アプリケーションはOS
のネットワーク・スタックやCPUの処
理を避けて、他のシステムのホスト・
メモリーやGPUメモリーを直接読み
書きできるようになる
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RDMAは、ユーザー空間のメモリ領域にマッピングされ

たキューペア（QP）を使用する。NICはこれらの領域に
対して直接読み書きする。
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コレクティブとトラフィック・パターン

21
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コレクティブ・コミュニケーション

• グラディエントと重みの集約と同期

• 共通のプリミティブ-Common primitives - broadcast, gather, scatter, all-to-all, global reduction 
(allreduce) とallgather

• 人気のコレクティブコミュニケーションライブラリが含まれる - NCCL, RCCL, oneCCL, MSCCL

• 効率的で十分にテストされた通信アルゴリズムをアプリケーションに統合できる

• プログラマーは、ハードウェアの機能を十分に理解する必要はない。

• いくつかのCCLは、ネットワークトポロジーにおけるGPUの配置をベストエフォートで検出

• ノード内トラフィックとノード間トラフィックで、コヒーレント・メモリ・ベース/(複数メモリの一貫性)の
メッセージ転送を優先するための組み込みの最適化。

• フレームワーク - TensorFlow, PytorchはCCLをサポート

• CCLの操作はバージョン間で大きく変わる可能性がある

• トラフィック交換にPoint-to-point, ring, binary tree アルゴリズムが使用される
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リングアルゴリズム

• 片方向のリング
• 非常に小さいエントロピー

- ネットワークはトラフィックフローを効率的に負荷分散できる必要がある

• 帯域幅は最適
• 遅延はGPUの数に比例して増大する
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GPU-4

GPU-1

GPU-2

GPU-3

GPU-4

GPU-1

GPU-2

GPU-3

エントロピーとは簡単にいうと「無秩序な

状態の度合い（＝乱雑さ）」を定量的に表
す概念で、無秩序なほど高い値、秩序が

保たれているほど低い値をとる。
https://digimarl.com/syllabus/data-science-

no17/#:~:text=%E3%81%A4%E3%81%BE%E3%82%8A%E3%80%81%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%94%E3%83%
BC%E3%81%A8%E3%81%AF%E6%83%85%E5%A0%B1,%E3%81%8C%E9%AB%98%E3%81%84%E3%80%8D%E3%81%A8%E5%91%BC%E3%81

%B3%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
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ダブルバイナリーツリー

• 各エポック(学習量)において、トラフィックは両方のツリーのルートからリーフへ同時に移動

• エントロピーの向上

• 本来の帯域幅最適化ではない
- ネットワークはPFC/ECNを使用してインキャストを効率的に処理できる必要がある

• 遅延は対数的に増える
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All-to-All

• 複数のポイントツーポイント接続
• ２つモード

- シーケンシャル:ネットワークに負荷がかかり、エンドホストに負担がかかりにくい

- インターリーブ:エンドホストに負荷がかかり、ネットワークに負担がかからない

• 最善なエントロピー(インターリーブ時)
• 帯域は最適では無い
• ネットワークはPFC/ECNを使用してインキャストを効率的に処理できる必要がある。
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トラフィックパターン

• トラフィックフロー間の厳密な時刻同期

• エントロピーが少ない

• フローが少ない(NICあたり2-4フロー)

• コンピュートノードで使用される短い周期のネットワークのバースト

• CCLは、GPUの数とコレクションのサイズに基づいて、リングとツリーの使用を切り替える

• ネットワークは効率的でなければならない
- トラフィックフローの負荷分散
- TCPインキャストのハンドル
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AIにおけるネットワークI/Oの重要性
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Infrastructure for Large Scale AI: "Empowering Open” Alexis Bjorlin (Meta)
https://www.youtube.com/watch?v=miv5PExXTmc
https://drive.google.com/file/d/1qqjo-5JtYAcRlK_LWYuQFH-b9MoFOP02/view?usp=sharing

つまりこの間高価なGPUは何
も処理をしない。眠ってる

https://www.youtube.com/watch?v=miv5PExXTmc
https://drive.google.com/file/d/1qqjo-5JtYAcRlK_LWYuQFH-b9MoFOP02/view?usp=sharing
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AIネットワークの要件

● 高速、ロスレスなネットワーク

● 様々な通信形態
● ALL-REDUCE, BROADCAST, ALL-TO-ALL

● 大規模な同期フローをスムーズに処理
● 低いジッター

● ホストからの高速転送 (RDMA)
● ネットワーク側でもRDMAに対応

● 可視化とテレメトリ

● ネットワークやアプリケーションのボトル
ネックを特定

● 信頼性と冗長化

● オープン、相互接続

AI/ML GPUs AI/ML 
Storage

General 
Compute

General 
Storage

Ethernet

AI ワークロードは、専用のロスレス・ネットワークが必要
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AIネットワークデザイン
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AIネットワークにおけるInfiniBandとEthernet

• RDMAを運ぶネットワークとし
て従来InfiniBandが使われて
きた
• サブネットマネージャーが

ネットワーク全体を管理
• クレジットベースでフロー制

御が行われる
• 経済性と分散制御によるス

ケーラビリティの向上のため
にイーサネットが注目される
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RDMA Application

InfiniBand Verbs
IB

UDP

IP

IB

IB

IB Ethernet

トランスポート

ネットワーク

データリンク

InfiniBand RoCEv2
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2025年までの商用スイッチングシングルチップの容量
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スイッチで出荷されるSerDesのスピード
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Source: 650 Group © 2022

100G SerDesは2024年に急増し、2025年には
支配的になる

200G SerDesは2026年より出荷開始される
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スイッチ用シリコンの密度は2年ごとに倍増
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25.6T

512x50G SerDes
64x400Gポート
7nmプロセス

400Gオプティクス

51.2T

512x100G SerDes
64x800Gポート
5nmプロセス

800Gオプティクス

102.4T

512x200G SerDes
64x1.6Tポート
3nmプロセス

1600Gオプティクス

2022 20262024
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今使えるAIネットワークのための商用シリコン
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Jericho2C+ 
ストレージ/Hadoop/ルーティングの為
のディープバッファと拡張性

VoQ,セルベース,モジュラー型の製品

XGS Tomahawk4 
スケールアウトで高い集約数のSpine

低遅延、ボックス製品

最も帯域が高い クラウド級のスケール

128 x 200G/ 64x 400G

64 x 400G

最大 16スロット
460.8Tbps

25.6Tbps

https://docs.broadcom.com/doc/88790-PB00

https://docs.broadcom.com/doc/88790-PB00
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ノンブロッキング・ファブリック

AI Leaf/Spine
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• オーバーサブスクライブは1:1以上のFat Tree
- ダウンリンクの総量以上のアップリンクが必

要
- ECMPの分散度合いとリンク障害を考慮すると

1:1.2以上を推奨
• 適宜、ECMPやQueueなど各種チューニング
• スイッチ間リンクのトランシーバの費用

AI Spine

• 設計は非常にシンプル
• ファブリックはN＋1で設計
• ノードまでの距離に応じたケーブリング設計の考
慮が必要

Line card Line card Line card Line card

Fabric Fabric Fabric Fabric
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400Gbpsプラットフォーム/7nmテクノロジー
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Tomahawk4

25.6T
512x50G PAM4

or 256x100G PAM4
7388X5/ 7060DX5

２Uボックス
64x400Gbps

モジュラー型製品
128 x 200Gbps
64 x 400Gbps
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スモールAIアプリケーション

• スケール:64x400G GPUま
たは128x200G GPU

• フローによる輻輳がない-
シングルASIC

• レシーバーでのincast
- ECNおよび/またはPFCによ
るインキャスト処理

≫低バッファー - 適度なチューニン
グが必要

37
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Jericho2+Raman Cell Fabric – Traffic Forwarding
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• JerichoシリーズはVoQ/ディープバッファという特徴を持
つ

• スイッチングチップ Jericho/ファブリックチップRamanの組
み合わせでシャーシ型システムを完成

• 入力パケットプロセッサがCellにスライス

• Cellはフォワーディングエンジン全体に散布される為、非
常に効率的な負荷分散が行われる

• ファブリックはオーバープロビジョニングで障害に対応

• パケットの再組み立てと最終書き込みは、出力パケットプ
ロセッサ で実行
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中規模のAIアプリケーション

• スケール:576x400G GPU
• リーフ＋スパインのシングルシャーシ化
• ラインカードとファブリック間のフロー輻輳

がない
- Cellベースのフォワーディング

• ハイアベイラビリティ
- ファブリック、ファン、電源、Sup冗長性

• ラインカードとファブリック間のオーバープ
ロビジョニングを内蔵

• レシーバーでのincast
- ECNおよび/またはPFCによるインキャスト処理

≫ ディープ・バッファ - 最小限のチューニングで済む
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大規模AIアプリケーション

• スケール: 18,432 x 400G-GPU
- AI Leaf:400Gx64 or 200Gx32
- Spine:7800R3

• AI/MLリーフとスパイン間のフロー輻輳
• 最適負荷分散（DLB、ソースLB）
- DLBは最小限のチューニングで済む

• AI/MLリーフとスパイン間のリンク障害
- リーフに1:1.2のオーバープロビジョニング
が必要

• レシーバーでのインキャスト
- ECNおよび/またはPFCによるインキャスト
の処理

≫ 低バッファー - 大規模なチューニングが必要
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RDMAとは？

• Remote Direct Memory Access(RDMA)

- アプリケーション間で直接通信

- システムバス、CPUの負荷を低減

• ロスレスが前提

- 従来InfiniBandで活用

- TCPを利用しない=ロスレスが要件

- RDMA over Ethernet

41

Sender Receiver

ユーザバッファ

カーネル
バッファ

ユーザバッファ

カーネル
バッファ

HCA HCA

RDMA
NIC NIC

通常のソケット通信
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RoCEv2

• RoCEはレイヤー2のみの実装であったのに比較して、
RoCEv2はIPもしくはIPv6を使用し、ルーティング可能UDP
ポート宛先4791を使用

• 同じソースポート同じ宛先IPポートのパケットは並び替えては
ならない

42

Etherヘッダ Type

0x8915

IB GRH IB BTH+ IB Payload ICRC FCS

Etherヘッダ Type

0x8100

IPヘッダ

(17)

UDPヘッダ

(4791)

IB BTH+ IB Payload ICRC FCS

RoCE

RoCEv2
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ロスレスイーサネットネットワークを構築するには

• DCBX(Data Center Bridging Capability Exchange)や
PFC(Priority-Based Flow Control)が必要になる

43

10μsec

40Gbps以上の帯域

フローコントロール
で輻輳を通知

NICやプロトコルスタック
のサポート
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DCBX(Data Center Bridging Capability Exchange)

• a

44

DCBXアプリケーション設定
switch(config)#dcbx application tcp-sctp 860 priority 5
switch(config)#dcbx application tcp-sctp 3260 priority 5

PFC設定
switch(config)#interface ethernet 2
switch(config-if-Et2)#priority-flow-control on
switch(config-if-Et2)# priority-flow-control priority 5 no-drop

switch#show dcbx Ethernet 50
Ethernet50:

IEEE DCBX is enabled and active
Last LLDPDU received on Thu Feb 14 12:06:01 2013
No priority flow control configuration TLV received
No application priority configuration TLV received

switch#

• DCBXはLLDPを通じてアプリケーションやQoSポリシーな
どの情報を交換する



Public. Copyright © Arista 2024. All rights reserved.

DCBX(Data Center Bridging Capability Exchange)

• a

45

DCBXアプリケーション設定
switch(config)#dcbx application tcp-sctp 860 priority 5
switch(config)#dcbx application tcp-sctp 3260 priority 5

switch#show dcbx Ethernet 50
Ethernet50:

IEEE DCBX is enabled and active
Last LLDPDU received on Thu Feb 14 12:08:29 2013
- PFC configuration: willing

not capable of bypassing MACsec
supports PFC on up to 4 traffic classes
PFC enabled on priorities: 5 7
WARNING: peer PFC configuration does not match the local PFC configuration

- Application priority configuration:
2 application priorities configured:

tcp-sctp 860 priority 5
tcp-sctp 3260 priority 5

• PFCを設定していない場合
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Priority Flow Control (PFC)

• a

46

• IEEE 802.1Qbbにて定義、従来のIEEE802.3xフロー
コントロールの様にPAUSEフレームを送り、トラフィッ
クを制御する

• PFCではトラフィッククラスをVLAN COS値でアプリ
ケーション毎に細かく制御が出来る

PFC設定
switch(config)#interface ethernet 2
switch(config-if-Et2)#priority-flow-control on
switch(config-if-Et2)# priority-flow-control priority 5 no-drop
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ECN – Explicit Congestion Notification

• 現在のデータセンターネットワークではIP Closが主流

• ECN(RFC3168)を用いてエンドツーエンドに通知する

47

0     1     2     3     4     5     6     7
+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+
|          DS FIELD, DSCP           | ECN FIELD |
+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+

Binary  Keyword
------ -------

00     Not-ECT (Not ECN-Capable Transport)
01     ECT(1) (ECN-Capable Transport(1))
10     ECT(0) (ECN-Capable Transport(0))
11     CE (Congestion Experienced)

11

https://tools.ietf.org/html/rfc3168
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ECN – Explicit Congestion Notification

• Weighted Random Early Detection (WRED)と共に動作

• 平均Queueサイズが最大閾値と最小閾値の間にある時キューイングされECNがマークされる

• 平均Queueサイズが最大閾値の際にはECNがマークされる

48

switch(config)#interface ethernet 3/5/1
switch(config-if-Et3/5/1)#tx-queue 4
switch(config-if-Et3/5/1-txq-4)#random-detect ecn minimum-
threshold 128 kbytes maximum-threshold 1280 kbyte
switch(config-if-Et3/5/1-txq-4)#show active
interface Ethernet3/5/1

tx-queue 4
random-detect ecn minimum-threshold 128 kbytes maximum-

threshold 1280 kbytes
switch(config-if-Et3/5/1-txq-4)#
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フローの衝突：ECMPトラフィック分散
広帯域でフロー数が少ない環境では、完全な分散は保証されない
従来のHashベースのECMPでは、輻輳の可能性
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L-1

GPU-0 GPU-1

L-2

GPU-2 GPU-3

32 x 400G 32 x 400G

400G 400G 400G400G

S-1 S-2 S-16

輻輳

32 x 400G 32 x 400G
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Equal Cost Multi Path (ECMP) routing

• パケットヘッダの十分なエントロピーに頼る

• フローは一貫してアップリンクにマッピングされる

• アップリンクのトラフィック負荷は考慮されない

• アップリンクのキューイングされたトラフィックは考慮されない

• 一貫して低いパフォーマンス

50

G-1 G-4G-2G-3

Ring
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Dynamic Load Balancing (DLB)

• フローは、各アップリンクから転送されたパケットに基づいてハッシュ化される。

• 各アップリンクのキューの深さを考慮する

• フローがアップリンクにマッピングされない

• オーバーサブスクライブ/オーバープロビジョニングされていないネットワークにおけるフローの衝
突を回避する。
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Leaf-1

GPU
Node-1

GPU
Node-2

Leaf-2

GPU
Node-3

GPU
Node-4

32 x 100G

32 x 100G

32 x 100G

32 x 100G

16x
100G

16x
100G

16x
100G

16x
100G

Spine-1 Spine-2 Spine-32

50G 50G

G-1 G-4G-2G-3

Ring
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Source Interface based Load Balancing

• トラフィック・フローは、イングレス・インターフェースに基づいてアップリンクにハッシュされる。

• 非オーバーサブスクライブネットワークにおけるフローの衝突を排除

• ポイント・ツー・ポイントおよびバイナリー・ツリー・トラフィック・パターンを効率的に処理

• ローカル折返しの輻輳を防ぐ仕組みが必要
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Spine-1
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100G
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Node-1
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可視化

• きめ細かなバッファ利用

• ECN/PFCのチューニングをサ
ポート

• 100μsオーダーのきめ細かなト
ラフィック利用率

• DLBのチューニングを支援

• ECNとPFCのカウントをモニ
ターする

53
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Ultra Ethernet Consortium: UEC

54
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Ultra Ethernet Consortium: UEC
https://ultraethernet.org/

55
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UECでは下記の改善を提供

• マルチパスとパケット・スプレーイング

• フレキシブル・デリバリー・オーダー

•近代的な輻輳緩和メカニズム

• エンド・ツー・エンド・テレメトリー

• 大規模(100万エンドポイント)、安定性、信頼性

56
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Ultra Ethernet

57

特徴 InfiniBand Ethernet/RoCEv2 Ultra Ethernet

プライマリRFMインターフェース IB Verbs IB Verbs libfabric

https://github.com/ofiwg/libfab
ric

スケーラビリティのあるコントロールプ

レーン

複数経路のパケットスプレイ

フロー制御 Credit-base PFC/ECN Dynamic Multi-Path

スケジュール化されたFabric

E2Eドロップ再生

トランスポート暗号化

マルチベンダーエコシステム
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まとめ

• AI/人口知能のネットワークでのトラフィックパターン
や必要なネットワーク要件に関して共有した

•既存のイーサネットテクノロジーもしくは機器でカ
バー出来る部分も多い

• UECでは成長していくAIネットワークを大規模でもサ
ポート可能なオープンな標準技術を定義

58
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議論のポイント

• ECN/PFCなどGPUやNIC側の調整したことあります
か？

•実際の可視化になった時に何が見たいか？

59
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参考

• AI Networking
- https://www.arista.com/assets/data/pdf/Whitepapers/AI-
Network-WP.pdf

• Lossless Network for AI/ML/Storage/HPC with 
RDMA
- https://www.arista.com/assets/data/pdf/Broadcom-
RoCE-Deployment-Guide.pdf
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https://www.arista.com/assets/data/pdf/Whitepapers/AI-Network-WP.pdf
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